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事業概要

目 標 設 定 書 （生涯学習課）

生涯学習課長 齊　藤　高　市　

１　当課の主な業務は次のように定義されます。

・生涯を通じた多様な学習活動の振興のため、学習環境の整備及び学習機会の提供に関すること
・学習成果を活かすための活動の支援に関すること
・社会教育関係団体、青少年関係団体等への支援に関すること
・生涯スポーツの普及に関すること
・スポーツ関係団体の支援、人材育成に関すること

２　当課の業務は次の方々のために行われます。

講座やイベントは、学習活動を通して自身を高めたい、これから始めてみたい、知識や経験を活かし
たいと考えている町民皆さんのために。団体の支援等については、文化的教養や青少年の健全育成の
ために組織的に取り組んでいる団体や町民のために。町内でスポーツをしている人やこれからスポー
ツをしようとしている人、スポーツに関わりたいと考えている全ての人のために。

３　当課の掲げる数値目標と、その根拠は次のとおりです。

適切な施設の維持・管理

スポーツ施設利用者数

初期値（令和５年度） 118,137人/年

現状値（令和７年度） 95,889人/年

目標値（令和８年度） 125,000人/年

最終目標値（令和11年度） 140,000人/年

第六次毛呂山町総合振興計画前期基本計画

指定管理者と連携し、施設利用者の利便性向上を図るとともに、施設の適切な維持管理
を図ります。

４　目標達成に向けた取り組みにより、次の効果が期待されます。

施設利用者相互の交流を促進し、スポーツ振興並びに地域における運動機会の向上、町民の健康増進
が図られます。

５　昨年度の取り組みの反省点は次のとおりでした。

総合公園内空調設備設置及び照明LED化工事等の実施による休館に伴い、利用者数は初期値に比べて大
幅な減少となっています。
施設の維持管理の観点では、上記工事の他に総合公園屋外トイレ改築工事や大類グラウンドトイレ改
修工事を実施し利用者の利便性向上を図ることができました。一方で、除草作業等の維持管理におい
ては適切な管理ができていない施設が見受けられ課題が残りました。

６　当課は掲げた目標達成のために、次の取り組みを行います。

改修工事等によって向上した施設機能を最大限に活用し、既存利用者の満足度向上と新規利用者の獲
得を図ることで、施設の利用促進と地域住民のスポーツ活動の充実を推進します。
また、指定管理者との連携強化や業務の見直しを行い、適切な維持管理を図ります。

数値目標
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住民スポーツの振興と健康づくりの推進

軽スポーツ出前講座利用件数

初期値（令和５年度） ０件/年

現状値（令和７年度） 34件/年

目標値（令和８年度） 35件/年

最終目標値（令和11年度） 12件/年

第六次毛呂山町総合振興計画前期基本計画

軽スポーツ出前講座を中心にした軽スポーツの普及活動を行います。また、各種スポー
ツ実施団体の支援を行います。

４　目標達成に向けた取り組みにより、次の効果が期待されます。

住民が気軽に地元地域で楽しみながらスポーツに親しむことにより、健康増進及び地域コミュニティ
形成が期待できます。

５　昨年度の取り組みの反省点は次のとおりでした。

各地区で行っている“いきいきサロン”や“ゆずっこ元気体操”を中心に多くの依頼を受け、当初設
定した目標件数を大きく上回る実施となり、軽スポーツの普及促進という点では一定の成果を得るこ
とができました。一過性のイベント参加で終わってしまわないよう、出前講座を通じて地域住民同士
の新たなつながりや、継続的なコミュニティ活動に結びつけるための仕組みづくりが必要です。

６　当課は掲げた目標達成のために、次の取り組みを行います。

単なる実施件数の拡大だけでなく、出前講座を契機とした地域での継続的な軽スポーツ活動の定着が
できるよう、用具貸出の実施や活動場所・活動団体の紹介など、継続支援と地域主体で活動が継続で
きる体制づくりを進めます。
さらに、活動団体同士の交流機会の創出や、定期的な軽スポーツ交流会の開催により、活動のモチ
ベーション維持と地域連携強化を図ります。
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